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「就学前教育の充実と義務教育への円滑な接続について」 

滋賀県国公立幼稚園長会 会長 

甲良町立甲良東幼稚園 園長 

（甲良東保育センター）大橋 美智子 

 

◇乳幼児期の保育・教育の基本的な考え 
 

① 生を受けたその瞬間から、ひとは「自分の人生を自分で生きようとする力」をもっているもの。

そのことを大前提において、私たち大人（親・家族・教師・保育士（以下 保育者）など）はど

んなに小さな年齢の子どもたちであっても“ひとりの人格をもったひと”として接すること。 

② ①の基本をもとに、年齢の発達の姿や個々の生育状況に応じて、その子どもにとって自ら生きて

いくために必要なことを身に付けられるように時間をかけて繰り返し具体的な手立てを知らせ

たり援助したりすることが乳幼児期の教育・保育。 

 

◇「学ぶ力」は乳幼児期から育てる。（乳幼児期に育てないといけないもの） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○B  乳幼児期に大人（教師・保

育者・保護者など）が教え

なければならないこと 

○Ａ  乳幼児期に育てなければ

ならないこと 

一人一人が生活の主体となって、自ら学び、自分で考

え、仲間とともに活動する力 

○危険回避など、自分の身を守ること 

○基本的な生活の方法や習慣 

○社会生活の基本的なルール（自分も相手（友だち）も

大切にすること、人もものも傷つけないことなど） 

 ○Ｂ のように、社会の一員として、将来、どのような生活をするかということを繰り返し、丁寧に伝

え教えていくことがとても大切であり、乳幼児の生活の基本になる。その生活を土台にして、○Ａ のよ

うに、子どもたちが自分で物事に触れ親しむことを通して、仲間とともに考え体験したことを自分の

力として溜め込み、次の活動（学び）へと生かしていく毎日が子どもたちに「学ぶ力」を育てる。 

 また、○Ｂ の  の特に下の○については、大人が一方的に教えるのではなく、子ども自身が生活の

中でぶつかり、大人（保育者など）と一緒に考えながら気付き、身に付けていくものである。 

これってなんだろう？ 

なんでそうなるの？ 

（これ、わからへん） 

おもしろそう！ 

やってみたい！ 

（仲間と共に）

やってみる 

調べる 

挑戦する 

わかった 

むずかしい 

うまくいかない 

できた 

もっと楽しくしたい 

もう一度

挑戦 

も っ と 知 り

たい（やりた  

い） 

思わず心が動く 

環境や出来事 

子ども自身が思っ

たときにすぐに行

動できること 

成功体験と新たな課

題にぶつかること 

挑戦し続けるこ

とができる時間

と場 

幼稚園・保育所等での生活 
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学びの芽生えを小学校へ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇義務教育（小学校）へつなぐ 
 

小学校では、文字が読める・書ける、話がきちんと聞けるなど、目に見えることだけが重要視さ

れてしまうことがとても残念である。幼稚園・保育所等では、子どもの気付きや心の動きに即して

環境を構成し、学びの芽生えを育んでいる。 

①「このつみきをこわさないでください」「あした おみせやさんをするからきてね」など、文字で

遊びや思いを伝えることができることを知ることで、文字の必要性に気付く。 

⇒この“文字”への関心が「文字を読めるようになりたい。書けるようになりたい」に。 

②「草花の色水に石鹸水を混ぜたら色が変わった！ 不思議！ どうして？」 ペットボトルをプ

ールに持ち込んで遊んでいた子どもたちが「ペットボトル、水の中に入れたら消えたで！」など、

遊びの中での気付きや発見、体験は小学校以降の学ぶ意欲につながる。⇒学びの芽生え 

③「おもしろそう」「何故？」など、心が動くと子どもたちは耳を傾ける。⇒本当の「聴く力」 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼稚園・保育所等の保育者は、自分たちの教育・保育がどのようにその後の教育につながってい

くのか。小学校の教師は、幼稚園・保育所等で乳幼児期にどのような活動・体験をし、力を蓄えて

きているのか。 
 

お互いの教育・保育について具体的に交流し合い、共同で学び合う機会（研修の機会）が必要だ

と感じる。 

 子どもたちがこれらの活動を繰り返すことこそが「学ぶ力」の土台である。この「学ぶ力」は「知識

を得る」という狭義なものをさすのでもなく、また、決して大人から一方的に指導して教えるものでは

ない。子どもたちが自分の生活の主体者となって活動する毎日の中で友だちや教師とかかわりあいなが

ら育っていくもの。 

○ 今、これに気付いてほしい、感じてほしい…保育者が願うことを、

機を逃さず環境として準備したり、構成したりすること。 

○ 「こんなふうに育ってほしい」という保育者の願い（ねらい）をし

っかりもちながら、子どもが自ら気付き、子どもの生きる力につな

がっているかについて絶えず考え実践していくこと。 

○ 子どもの上や前に立つのではなく、子どもの横や後ろに立つなど、

子どもと同じ目線で見られる位置に立つこと。 

○ それぞれの年齢の発達や個々の育ちを理解し、その育ちを支えるた

めに必要な援助をすること。 

「学ぶ力」の

基礎を育てる

ための教師・

保育士の役割 

  上記のように、就学前の子どもたちは「学ぼう」として学んでいるのではなく、主体的にまわりの

物事にかかわり活動する中で学びの土台となることを経験として溜め込んでいく。その溜め込んだ経

験が小学校以降の主体的に学ぶことにつながり、鮮明に子どもたちの中に取り入れられると思う。 

  この重要な関係性を幼稚園や保育所等の保育者と小学校の教師が互いに共通認識していないと、子

どもたちが毎日、いっぱい遊んで溜め込んできたことが、その後の教育にうまく生かされないのでは

ないかと考える。 

新 し い 単

元（知識）に

興味・関心を

抱く 

知りたい（学

びたい）、できる

ようになりたい

など意欲をもつ 

仲間と共に自分

たちで確かめた

り、調べたり、

工夫したりして

挑戦する 

「できた」

「 わ か っ

た 」（ 結

果）”にた

どりつく 

得た知識(力)

を土台にして応

用しながら、さ

らに新しいこと

を学ぼうとする 

子どもの主体的な学びを支える保育者の役割は… 


